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｢みどり」は色の名前か
一近現代の用例から探る語「みどり」の性格一
安井裕奈
１．はじめに
「みどり」という語は、色名であると同時に、「みどりが生い茂る」といったかたち
で用いられる場合には、植物の状態を表す語でもある。そもそもこの「みどり」は、
辞書等には「元来色名ではなく、新芽・若枝をいう語とされる。現代諸方言にもその
意に用いられることがある｡」（時代別国語辞典上代編）と説明されている。「万葉集」
でその用例を見ると、一見、色を指している場合でもその対象が植物に限定されてい
ることが確認できる。こうした用例において「みどり」という語は、植物の色を表す、
というよりも、植物の状態を表しながら同時に色も感じさせている、という印象が強
いｏ
元来、植物のある状態を表すという面を持ちながら、「みどり」は、次第に↑直物以
外についての色をも指す語として使われるようになっていった。そして現在では、も
はや植物を離れて単純に色名として使用されているかに思われる。しかし、本当に
｢みどり」は色名として確立したといえるのだろうか。
本論ではこの点をより明らかにするため、「みどり」について、「みどりいろ」との
差異に注目しながら、用例分析にもとづいて考察を行う。
２．用例調査の概要
本論では、明治期以降の文献から「みどり」の用例を収集し、それらがどのような
性格を持っているのか、検証していく。調査対象は近現代の文学作品に絞り、当面、
文学作品というジャンルにおける使われ方を明らかにする。ただし結論を先に言えば、
その分析から窺える傾向は、「みどり」「みどりいろ」の一般的な性格を反映するもの
と考えられる。用例の収集は具体的に、新潮文庫の電子化書籍（｢明治の文豪」「大正
の文豪」「新潮文庫の100冊｣）を用いた。文庫版であるという点（いわゆる「原典」
でないという点）に問題がないわけではない。しかし、現代語の使われ方を把握する
という本稿の主旨に照らし合わせて得られた結果を見れば、その有効性はおおきくゆ
るがないものと判断した。
調査対象とした「明治の文豪」「大正の文豪」「新潮文庫の1CO冊」の文献本数は下
記の通りである。（）内には「明治の文豪」「大正の文豪」「新潮文庫の100冊」の内
－２３３（左１）－
訳数をこの順に示す（以下も同様にして示す)｡］
調査対象とした文献本数（ここでは文庫版冊数）は135（３５．３３．６７)。このうち、
文字列「みどり」「緑」を含むものは108（２９．２６．５３)２である。
ところで、「みどり」を表す漢字としては「緑」のほかに、「翠」「碧」が存在する。
これらは文学作品の中でも用例が少なく、「翠」が2６（１６．５．５）例、「碧」が１２
(１２．０．０）例である。このうち「翠」の用例は、「海岸というよりはむしろ山腹と
いいたいほど翠色のしたたるような崖」（｢嵐.或る女の生涯」島崎藤村）など、５例
が「滴る」とともに使われており、また、そのうちの３例が島崎藤村の作品に登場す
る。「翠」「碧」の使用に関する問題に不必要に深入りすることは避けて、「みどり」
について考察する際には除外することとした。
3．「みどUいろ」の抽出
以下では、語「みどり」「みどりいろ」の用例について概観し、これら二つの表現
形式と、それぞれが表す対象物との関係について考えていく。考察にあたっては、対
象が植物かそれとも植物以外かという点が問題になるので、その点が明確になるよう
に手順を追って分析を進める必要がある。ただし、語「みどり」の抽出には、文字列
｢みどり」「緑」の抽出が必要となるため、当面、語の例数ではなく、文字列の例数で
見ていかざるを得ない。その点、分析の手続き、説明がやや煩雑にならざるをえない
ことを予め断っておく。
収集した文字列「みどり」「緑」には「みどり色」や「緑色｣、「緑いろ」が含まれ
ており、その点を整理する必要がある。
・文字列「みどり」「緑」の例数＝677（172.172.333）
・文字列「みどり」「緑」のうち「みどり色」「緑色」である例数＝１３３（１６．３３．８４）
前者に関しては、「深緑」「新緑」等の文字列も含まれるため、両者を差し引きした
数がそのまま語「みどり」の数とすることはできない。この点の取扱いは後述する。
まず、後者の「みどり色」「緑色」について見ていこう。「みどり色」「緑色」の例133
(16.33.84）のうち、植物以外を対象とする例数＝119（１５．３２．６９)。すなわちこ
の結果から、「みどり」「緑」に「色」を後接する場合には、その対象を植物以外にと
る場合がほとんどで、植物について表す場合には「色」を後接することは稀である、
という傾向が読み取れる。（｢緑色」の読みに「りょ<しょく」が含まれる可能性はあ
るが、いずれにせよ、ここで得られた傾向の意味するところに差異はない｡）「みどり
の」に対して「みどりいろの」は、色であることを確実に示す一方、過度に説明的な
印象を与えるからだろうか。いずれにせよ、「みどりいろの」という表現のほとんど
が対象を植物以外のものにとっているという点については、詳しく見ておく必要があ
る。またこれに対して、（｢色」が後接しない）「みどり」「緑」ではどのような傾向が
現れているかという点が問題になる。この点は、次節以降で順を追って見ていく。こ
こではまず、「みどり色」「緑色」が植物に対して使われている数少ない例を見ておく。
a、何の木かはわからないが広い緑色の葉の茂った木（｢青年」森鴎外）
－２３２（左２）
ｈ梅の素生は濃い緑色に延びて（｢新生」島崎藤村、素生＝すはえ）
c・底に敷いたパパイヤの葉が、未だ緑色をしていた（｢山本五十六」阿川弘之）
｡、広びるした柔かな葉をつけた瀧木が強く輝く緑色に茂り（｢死者の箸り・飼育」大
江健三郎）
e・緑色の植物が家々の間から萌え出でている（｢檸檬」梶井基次郎）
f・葡萄の樹はすでに緑色の房をつつましくつけている（｢コンスタンティノープルの
陥落」塩野七生）
9．ほんとだ緑色をしているな（｢冬の旅」立原正秋、足元の草を見て「もう春だ
な」と言われたことを受けての言葉）
h・緑色の草が芽をふいていた（同上、かつて、足元の草がみどり色になったことを
受けて春を感じたことを想起させる出来事として書かれた一文）
i・糯（もち）の木が、緑色の葉群を真丸<茂らせたまま（｢草の花」福永武彦）
j・海草で作ったらしい緑いるの麺類（｢金閣寺」三島由紀夫）
k・苔は不自然なほど鮮やかな緑色（｢世界の終わりとハードボイルド・ワンダーラン
ド」村上春樹）
Ｌ緑色の丈の低い草で、七月頃に花が咲きます。（同上、名前のわからない葉につい
て説明した言葉）
ｍ黒い土の広がりに、緑色の－区域ができている（｢砂の上の植物群」吉行淳之介）
n．その緑色の地帯のまん中に－輪だけ薄桃色の花を咲かせている植物が（同上、
ｍ，、．ともに「五センチほどの長さの植物の芽と、すでに二十センチほどに伸び
た茎とが、土の色の見えぬくらいに密生している」状況を指して「緑色」として
いる）
以上の例から、「みどりいろ」「緑色」が植物について使われる場合の傾向を検証し
た。文字列「緑色」は「みどりいろ」と読むものと見なして取り扱うことにする。
］、正体がよくわからない植物について言い表す＝a、ｅ、１，ｍ、、
２，本来みどり色でない植物について（あるいはみどり色でないことが予想される
植物について）言い表す＝c、ｊ、ｋ（jは「麺類」が「緑いろ」であるということが特
殊な状況であることを表していると考える。ｋは、「苔」が「緑色」であることは特
殊な状況ではないが、「不自然なほど鮮やかな緑色」である場合には特殊な状況であ
ると判断されていると考え、ここに分類する｡）
３，色の変化について言い表す＝g、ｆ（fは色の変化を表すというより、これから、
予想される「葡萄の房」の色へ変化していくことを想定していると考え、ここに分類
する｡）
これらに分類するのが難しい例（b、。、ｈ、ｉ）も含めても、いずれにしても、色彩
について強調したい場面で、敢えて「みどり色」という表現を使っていることが分か
る。もちろん、色名を文中に登場させる時点で、その色彩について説明する意図はど
のような文章でも持っているだろう。しかし、特に上記１～３に分類した例について
は、「みどり」とせず「みどり色」と表現することで、単に色彩に関する情報にとど
－２３１（左３）－
まらない、それぞれの意味合いを文章に持たせられていることがわかる。
４．植物以外を対象とする露「みどり」の例数の確定
ここでは、語「みどり」が植物以外を対象としている例の確定作業を行う。文字列
｢みどり」「緑」の例数677例から、「みどり色」「緑色」「緑いろ」133例を差し引いた
544例がまず対象となる。そこから単独の語「みどり」の用例としては問題のあるも
のを除いていく。
第一に除かれるのは、「深緑」「黄緑」のような熟語ないし複合語である。
さらに除くべき例としては、「～色」という形を取っていなくても、色を指してい
ると文脈から特定できる例において使われる「みどり」がある。これについてはその
前後の文脈が考顧されるべきであり、単独語「みどり」のみに着目して論じることに
祷路されるものがある。たとえば具体的には、以下のような例が除くべき対象となる。
｢深緑」「暗緑」「濃緑」「黄緑」「青緑」「うす緑」等の熟語ないし複合語（なお、音読
みか訓読みかの判断は、結果的にせずにすむ)。「暗い緑」「濃い緑」のように形容詞
が前接する表現や「緑一色」のように、明らかに特定の色を指し示すための表現と
なっているもの。ここで興味深いことに、「濃い緑」と表現した場合は色彩について
言う場合であるのに対し、「緑の濃い」では、木々の篭蒼と茂る様子を表している、
という傾向がある。また、「黄色や緑」「赤、黄、緑の…」といったように、他の色名
と並列して用いられる場合も、色を指していると文脈から特定できる例として除いた。
これらの例数は、１３５（３７．４１．５７）となる。これを先ほどの544例から減じると、
409例が残る。この409例が、単独の語「みどり」の用例と考えられよう。
この409例について見ていくと、そのほとんどが植物を対象として用いられている
ことがわかる。植物を対象としていないかと思われる例数を拾うとその結果はわずか
1８（５．５．９）例であった。
５．植物以外に使われた語「みどり」
以上より、植物以外のものを対象にとるとき、文脈のみでは色名と特定できないよ
うな場合には、「みどり色」という表現が用いられていることがほとんどであるとい
える。またその逆に、植物について言う場合には、「みどり色」とは表現しない場合
がほとんどである。ここから全体としてわかることは、「みどり」という語は、植物
について表現している場合が圧倒的に多いということ、また植物以外について言い表
す例においては、「みどり色」という表現を用いて色であると説明している場合が多
いということだ。つまり、この「みどり」という語は、植物との関連が断ち切られて
いないのだ。その意味で色の名前として確立きれていない、と言うことができそうで
ある。
しかし、そのように結論づけるにあたって、植物以外について「みどり」と表現す
る、先の18例の存在を無視するわけにはいけない。そこでこの18例について、具体的
－２３０（左４）－
に見ておく必要がある。
２a・緑の羅紗を貼ってある上を半分明るくしている卓（｢阿部一族．舞姫」森鴎外）
２ｂ、草むらを出没する蜥蜴は背に緑の筋を持っている（｢ヰタセクスアリス」森鴎
外）
２c・照陽女学校は一斉に温室の花を緑の空に開いたよう（｢婦系図」泉鏡花）
２．．明ければ、緑の羅紗を張り詰めた真中を、斜めに低く手元へ削って（｢虞美人
草」夏目漱石）
２e、あたかも雨後の春草のように鮮やかに緑の光を放ってくる（｢武蔵野」国木田独
歩、「春草のように」とあることから、対象は植物以外ではあるが、植物との関
係をもった例であるとも言える）
２ｆ電気灯の緑の光の中に立つ二人の姿は（｢或る女」有島武郎、これ以前に「緑色
の笠のかかった、電灯の光は｣、「緑色を透して来る電灯の光」という表現があ
る）
２９．部屋の入口にある緑の幕を－ぱいに引いて（｢海へ」島崎藤村、これ以前に「船
室の入口と緑色の幕を隔てて」という表現がある）
2ｈ．緑の縁をとった洋傘（｢学生時代」里見淳）
２i・顔はまだ傾げた緑の縁から中に在って（同上）
2j、その緑の縁を取った洋傘（同上）
２k．光沢のある緑のリボンで結んだ小箱を差しだした（｢楡家の人びと」北杜夫、
「光沢のある」という表現があることで「みどり色」とする必要がなくなってい
るのかもしれない）
２，．暗い緑のダスターコート（｢聖少女」倉橋由美子、「暗い」という表現が色調に
関する表現であるとも捉えられる）
2ｍ,眼は緑に輝いた（同上）
２ｍ朝は、巨大な緑の鯛が湧きあがり、薄れるにつれて稲葉山が全容をあらわしは
じめ（｢国盗り物語」司馬遼太郎）
２．，卯月の空は心地よく晴れわたり、いちめん緑に霞んでほがらか（｢新源氏物語」
田辺聖子）
２ｐ、緑のペンキの脱落した、おそろしく頭でっかちな三階建の下宿屋の軒に（｢放浪
記」林芙美子）
２q、まん円な緑の瞳（｢銀河鉄道の夜」宮沢賢治）
２r・シグナルの緑の燈（同上）
２s．しかし思わぬ遠くから、蚊帳のみどりをふくらませて焔がのぼった（｢金閣寺」
三島由紀夫）
ここから、それぞれの対象物を抜き出してみる。
２ａ＝羅紗、２ｂ＝蜥蜴の背の筋、２ｃ＝空、２．＝羅紗、２ｅ＝光、２f＝電気灯の光、
２９＝幕、２h＝洋傘の縁、２i＝洋傘の縁、２j＝洋傘の縁、２ｋ＝リボン、２１＝ダス
ターコート、２ｍ＝眼、２，＝鶴、２｡＝空（霞)、２ｐ＝ペンキ、２ｑ＝瞳、２r＝シグ
ー２２９（左５）－
ナルの燈、２s＝蚊帳
このうち、２，，２０の対象物は「鋼｣、「霞」で、中古．中世の「みどり」の用法
をふまえたものと推測される3゜しかし、それを除くと、全体的な傾向は読み取れな
い。また、同じ作家の作品で「みどり」と「みどり色」双方の表現が出ている場合で
も、特にその対象に偏りは見られない。例えば２Ｐの、「放浪記」における「緑のペ
ンキ」という表現では、「ペンキ」という物自体が色と密接に結びついているために、
ここで「みどり色」という表現が使われないのかとも想像されるが、同じ作品内の別
の箇所では、「緑色のペンキ」という表現が使われている。これらに表れる「みどり」
と関わっているのは、対象物ではなく、文脈、文章の調子なのではないかと考えられ
る。それは単純に文章の調子を整える、ということではなく、「みどり色」とせず
｢みどり」とすることでしか表現できないニュアンスがある、という場合もあるだろ
う。たとえば２ｆの「緑の光」は「緑色（の笠）を透して来る（中略）光」であり、
｢緑色の光」と言うよりも、「緑の光」と言った方が、光そのものの色を指すだけでな
く、部屋がみどり色に包まれている様を感じさせるようだ。あるいは、２Ｓの例を
｢蚊帳のみどり色をふくらませて」と言えば、違和感がある。「みどり色の蚊帳をふく
らませて」と言うことにもまた、違和感がある。それは蚊帳が「みどり色」であるこ
とが自明のこととして捉えられるのに、殊更に「みどり色の蚊帳」と、説明的な文章
をつけているからであり、さらにこの表現では「蚊帳をふくらませて」いるという事
実をそのまま伝えるだけの文章になってしまう。ここでの、焔の立ち上る劇的な印象
は、「蚊帳のみどりをふくらませて」という表現でしか描き出せないだろう。
6．語「みどり」と植物
さきに見てきたとおり、「みどり」と植物の結びつく用例は圧倒的に多い。そのな
かからいくつかの例を見る。
3a．植え終った田の緑は美しかった（｢田舎教師」田山花袋）
3ｈ椿の葉は緑が深すぎて、昼見ても、日向で見ても、軽快な感じはない（｢草枕」
夏目漱石）
３c・車は無二無三に走る。野には緑りを衝き、山には雲を衝き、星あるほどの夜に
は星を衝いて走る。（｢虞美人草」夏目漱石）
３．．番頭の指して見せる老樹の緑には髪のようなみずみずしい光沢があった（｢あら
くれ」徳田秋声）
3e，演奏する場所は緑の葉でかくして見えないようにして（｢市井にありて゛桃の
雫」島崎藤村）
3ｆ岸の斜面に竹が盛んに生い繁って、柔かな緑を風に揺っていた（｢野火」大岡正
平）
３９．裏庭にあったわずかばかりの畠、そこにはいくらかの菜が生えていたのだが、
綺麗さっぱりその緑が喪失していた（｢楡家の人びと」北杜夫）
３ｈ．意外に緑の多い東京の街に眼をやりながら（｢￣瞬の夏」沢木耕太郎）
－２２８（左６）－
3i、いま、真夏の緑が、全山をおおっている（｢国盗り物語」司馬遼太郎）
3j，ネミの森林は今なお太古そのままの緑であり（｢太郎物語」曽野綾子）
３k．しかし、この数行の文章には、緑の風にも似た学問そのものの香気があった
（同上）
31.緑が萌え立つ（｢放浪記」林芙美子）
3ｍ・緑と太陽を目がけて、国道七五を南へ南へと疾走した（｢若き数学者のアメリ
カ」藤原正彦、ここで目指している「緑と太陽」と表現されている場所は、フ
ロリダである）
３，野の草は半ばは枯れ、枯れていない緑は、土にへばりついている苔のような雑
草だけで（｢金閣寺」三島由紀夫）
たとえば３ｃの例では、「野には緑bを衝き、山には雲を衝き、星あるほどの夜に
は星を衝いて」とあり、ここで「みどり」が「雲」や「星」と並列されていることか
らも、色名を表しているのではないということが分かる。３９では「菜」をすなわち
｢みどり」と表しているし、３ｈの「みどり」は、「東京の街」にみどり色の物が多い、
という意味ではなく、木々など植物の多いことを表していることは明らかだ。そのほ
かの例を見ても、植物と「みどり」という語との結びつきが、現代の日本語で自明の
こととして捉えられていることがわかる。「みどり」という語について、現代の辞書
では「緑色の木や草」という説明をつけているものもあるが、これらの「みどり」の
用法はそうした辞書的な意味に則っているのではなく、「みどり」という語から連想
して各々発生したものだろうと想像される。古典語でも「みどり」と植物の結びつく
例が多かったように、「みどり」といえば植物であるという必然性がこの語にはまだ
あると考えられる。たとえば３ｋの「緑の風」は、聞き慣れていなくても、木々など
の間を抜けてくる風のことであると想像が着く言葉である。そしてこうした用法で
｢みどり」は、「木や草」という具体物について表すと同時に、その色彩をも感じさせ
ている。また単純に色彩を示しているようにも見える３ａの例なども、同時に植物と
しての状態を表していると捉えられ、植物について「みどり」と形容することで、色
と状態の双方を表すことができる、ということがわかる。なかには、３ｅのように、
｢みどり」を「みどり色」に置き換え可能なほど、単純に色彩を表していると捉えら
れる場合もある。ただ全体を通して、こうした例は少ない。「みどり」と植物との結
びつきが自明のことと捉えられる以上、植物について敢えて「みどり」という色彩を
説明する例は、自ずと少なくなってくるのだろう。だからこそ、植物について「みど
り色」とする例は更に少なく、そしてその用法が限定的であるのだろう。
ここまでの結果だけでも、「みどり」と植物との密接な関係を指摘することができ
るが、「みどり」という語の`性格を決定付けるため、他の色名の傾向も見ておきたい。
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7．他色との比較
「新潮文庫の100冊」で、「青」「あお」の用例を収集してみると、この語は「他色と
の併記」や「色名であることがわかる文脈」に限らず、「あおいろ」ではなく「あお」
という表現のままで、使われていることがわかる。
ところで、同じ「あおい（青い)」という表現でも、「果実があおい」と言う場合に
は、それはまだ熟していない状態にある果実の色相を指して「あおい」と言っている
のではなく、「まだ熟していない状態」そのものを表している。とすれば、このよう
な場合の「あおい」は色彩語蕊には含まれない。また、同様に人間性についての未熟
さを指す「あおい」もここから派生した意味であり、色彩語葉ではない。「みどり」
の時に見られた例では、植物について言い表す「みどり」の存在が色を表す場合の
｢みどり」の使われ方にも影響を与えていたが、未熟さを表す「あおい」という語の
存在は、色について表す「あおい」の使われる文脈を特に限定しておらず、両者は共
存している。
「みどり色」という表現の出現には、「あかい」「あおい」のように「みどり」が形
容詞として活用できないという側而も関わってくるだろう。そこで、形容詞として活
用できない色名との比較をする必要があると考え、「むらさき」の用例を収集した。
そこから「むらきき色」という表現を除き、さらにそれ以外の用例から、「他色との
併記｣、「色名であることがわかる文脈」を除いた例を見てみると、「むらさき」の用
例数と「むらきき色」の数は、ほぼ同数であった。これは「みどり」「みどり色」の
時とは異なった傾向である。
また、モノの名前から発生した色名として、「茶」「茶色」の用例を収集した。「茶
褐色」や「赤茶けた」等の表現を除いて純粋に「茶色」「茶」の例を見ると、色を表
す際に「茶」という表現を用いた例は、「茶色」及び「茶」の総数の、－割ほどにと
どまった。しかもそのほとんどが「カーキ色のズボンに茶の背広の上着」（｢処女懐
胎」石川惇）等、他色と併記して用いられている例であった。「茶」にも「みどり」
同様に色名でない側面があるが、ここで「茶色」という表現の表出に関わってくるの
は色名でない「茶」の存在ではなく、一音節語であるという特徴であろう。現に、同
じ傾向は「黄」「黄色」の場合にも見られた。色名でない側面を持つ色名にはほかに
｢桃色」や「灰色」などがあるが、これらは「桃」「灰」と言えば具体物を、「桃色」
｢灰色」と言えば色名を表す、というように、「色」を後接する場合だけ色名として扱
われる。「みどり」「みどり色」という表現の共存、また、その対象物による表現の限
定という傾向は、他色に見られない特徴である。
８．形容詞「みどりい」の意味
メールなどのくだけた文章や、話し言葉では「みどりい」という語がしばしば現れ
る。「あかい」「あおい」と同様の感覚で「みどり」を形容詞のように活用させた語で
ある。これはある種誤った文法解釈から発生した語であるとも言え、先の「新潮文庫
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の100冊」などの文献では確認されない。しかし、「みどり」という語についての現代
人の感覚を考えるうえで避けては通れないと判断し、ここで扱うこととした。文学作
品に現れず、多く話し言葉に現れるため、当面は、多くの人が各々の言語感覚に沿っ
たくだけた表現を使う、インターネット上の「プログ｣‘を対象として見てみた。用
例収集に際してはインターネットのプログ検索（Google日本版）を使用したが、こ
こでは検索結果の数そのものよりも、その具体的な例に注目した。なお、ここでは
｢みどりい」と、全て平仮名で表記するが、実際には「緑い」のような漢字かな表記
での検索も行っている。
検索してまず、「みどりの」「みどりいろの」「みどりだ」に比べて数は桁違いに少
ないが、確実に「みどりい」という語は使われているということがわかった。「みど
りい」の活用形として例えば「みどり<」は「緑〈」という表記での用例は見つかる
が、「みどり〈」という平仮名表記では、ほとんど用例がなかった。また、「みどり
かつた」の用例も、ほとんど見つからなかった。
ここで、詳しく用例を拾い上げて「みどりい」について見ていくと、まず目につく
のは、「あかいのは○○で、みどりいのは○○｣、「あおい○○とみどりい○○」など、
｢あかい」や「あおい」との併記で使われている場合だ。「あかい」や「あおい」とい
う表現に引かれて「みどりい」という表現をしてしまった可能性もあるが、「あかい」
｢あおい」という表現に合わせて、あえて「みどりい」という表現を使用した、とい
うことも考えられる。つぎに目につくのは、写真や絵を提示し、それを指して「みど
りい」と形容する場合だ。これはあまりにもその写真や絵が全面的にみどり色である
場合や、本来みどり色でないものがみどり色をしている場合に、その色彩を強調する
ようなかたちで用いられており、単純に「みどりです」とか「みどりだ」とか形容す
るのとは違った意味合いで使われている。この場合の「みどりい」は、他の形で代替
しがたい。
しかし全体的に見ていくと、特に限定されない普通の文脈で「みどりい」が登場す
ることが最も多い。これは、先に文学作品から読み取った、他色との併記等がなされ
ない時、「みどりの服」と言う場合よりも「みどり色の服」と言う場合の方が多い、
という傾向と関連しているのではないだろうか。「みどりい」という表現において、
｢みどり」は確実に色名であることが理解される。植物以外について「みどりの」と
言うことにどこか違和感があるとしても、話し言葉で「みどり色の」という表現は少
し長く感じられ、不自然な印象を受ける。そこで「みどりい」という表現を使うよう
になったのではないだろうか。
「みどりい」以外に例えば、「ピンクい」という表現も現代の話し言葉のなかで多く
開かれる。この「ピンクい」は、「みどりい」以上に、特に文脈を限定せず使われて
いるらしいという傾向が、インターネットのプログから読み取れる。文脈を限定しな
い、ということは、「ピンクい」という表現は特殊な意味合いを持つものではなく、
｢ピンクの」「ピンクだ」といった表現と同じ意味で使われている、と言える。ところ
で、このように色の名前に「い」を後接して形容詞化するのは、方言であるという可
能性も考えられる。現に、富山県富山市出身の知人（20代女性）は、「私の地域では
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｢みどりい」も「むらざきい」も普通に使っていた」と証言する。一方、出身地の異
なる私の周りの幾人かIここの「みどりい」という語について尋ねてみたところ、その
多くが、「おかしいとは認識しながら、うっかり使ってしまいがちな言葉である」と
いう回答であった。「みどり」を形容詞化したら「あかい」や「あおい」のように
｢みどりい」となるとは単純な発想であり、たとえ方言として存在するとしても、そ
の発想からうまれたものであろう。とすれば、ある地方で発生した方言が波及したも
のであると考えるより、各々の地域、あるいは個人レベルで発生した言葉であると考
えたほうが自然である。
それ以外、色名を表す「みどり」に代わる現代特有の語として、「グリーン」があ
る。これも「みどりい」と同様にブログ検索で見たところ、他の外来語の混ざった文
章、あるいはファッションに関連して言う場合に多く見られた。また特に観葉植物に
ついて言い表す場合があり、「部屋にグリーンを飾る」といったかたちで用いられて
いる。英語の‘green，には特に、そうした観葉植物を指すような意味は無く、この
ような使われ方での「グリーン」は、日本語的な感覚の「みどり」から派生している、
ということがわかる。このことも、日本人の感覚としての「みどり」と植物の関係を
他方から表している。
１「新潮文庫の100冊」所収の作品で、海外文学作品の翻訳版は、現代語の言語感覚
を探るという本研究の意図から外れるおそれがあるため、対象から除外した。ま
た、同様の理由から、一部の詩の類についても除外した。「明治の文豪」「大正の
文豪」と重複する作品は「新潮文庫の100冊」収録のものとして計上した。
２具体的な作品名（以下、文庫の表題による）：あいびき.めぐりあい（ツルゲー
ネフ／二葉亭四迷訳)、阿部一族・舞姫（森鴎外ハヰタセクスアリス」森嶋外)、
田舎教師（田山花袋)、浮雲（二葉亭四迷八婦系図（泉鏡花)、海潮音（上田敏
訳詞集)、雁（森鴎外)、草枕（夏目漱石)、虞美人草（夏目漱石)、小泉八雲集
（上田和夫訳)、行人（夏目漱石)、坑夫（夏目漱石)、金色夜叉（尾崎紅葉)、三
四郎（夏目漱石)、生（田山花袋)、青年（森鴎外)、それから（夏目漱石)、土
（長塚節)、二百十日・野分（夏目漱石)、彼岸週迄（夏目漱石)、蒲団・重右衛門
の最後（田山花袋)、文鳥・夢十夜（夏目漱石)、道草（夏目漱石)、武蔵野（国
木田独歩)、明暗（夏目漱石)、門（夏目漱石)、倫敦塔・幻影の盾（夏目漱石)、
吾輩は猫である（夏目漱石）（以上、「明治の文豪」所収）あらくれ（徳田秋声)、
嵐．ある女の生涯（島崎藤村)、或る女（有島武郎)、家（島崎藤村)、海へ（島
崎藤村)、学生時代（里見淳)、葛西善蔵集（葛西善蔵)、河童・或阿呆の一生
（芥川龍之介)、｜日主人・芽生（島崎藤村)、戯作三昧・一塊の土（芥川龍之介)、
桜の実の熟する時（島崎藤村)、地獄変（芥川龍之介)、市井にありて・桃の雫
（島崎藤村)、縮図（徳田秋声)、株儒の言葉・西方の人（芥川龍之介)、新生（島
崎藤村)、太公望・王義之（幸田露伴)、多情仏心（里見狩)、千曲川のスケッチ
（島崎藤村)、父帰る．屋上の狂人（菊地寛)、藤十郎の恋（菊池寛)、春（島崎藤
村)、文芸的なあまりに文芸的な（芥川龍之介）奉教人の死（芥川龍之介)、抱鳴
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五部作（岩野泡鳴)、夜明けiii（島崎藤村）（以上、「大正の文豪」所収）羅生
門・鼻（芥川龍之介)、小さき者へ．生れ出づる悩み（有島武郎)、山本五十六
(阿川弘之)、砂の女（安部公房)、華岡青洲の妻（有吉佐和子)、焼跡のイエス．
処女懐胎（石川惇)、黒い雨（井伏鱒二)、歌行燈・高野聖（泉鏡花)、一握の
砂．悲しき玩具（石川啄木)、プンとフン（井上ひさし)、風に吹かれて（五木寛
之)、剣客商売（池波正太郎)、野火（大岡昇平)、死者の客り・飼育（大江健三
郎)、雪国（川端康成)、檸欄（梶井基次郎)、パニック・裸の王様（開闘健)、楡
家の人びと（北杜夫)、聖少女（倉橋由美子)、モオッアルト・無常という事（小
林秀雄)、一瞬の夏（沢木耕太郎)、焚火（志賀直哉)、破壊（島崎藤村)、国盗I）
物語同馬遼太郎)、コンスタンティノープルの陥落（塩野七生)、新橋烏森口青
春篇（椎名誠)、太郎物語（曾野綾子)、痴人の愛（谷崎潤一郎)、ビルマの竪琴
(竹山道雄)、新源氏物語（田辺聖子)、冬の旅（立原正秋)、二十歳の原点（高野
悦子)、二十四の瞳（壷井栄)、こころ（夏目漱石)、孤高の人（新田次郎)、アメ
リカひじき（野坂昭如)、放浪記（林芙美子)、にごりえ・たけくらべ（樋口一
葉)、草の花（福永武彦)、若き数学者のアメリカ（藤原正彦)、風立ちぬ（堀辰
雄)、銀河鉄道の夜（宮沢賢治)、金閣寺（三島由紀夫)、忍ぶ川（三浦哲郎)、雁
の寺・越前竹人形（水上勉)、塩狩峠（三浦綾子)、錦繍（宮本輝)、世界の終わ
りとハードボイルド・ワンダーランド（村上春樹)、山椒大夫・高瀬舟（森鴎外)、
路傍の石（山本有三)、遠野物語（柳田国男)、砂の上の植物群（吉行淳之介)、
戦艦武蔵（吉村昭)、花埋み（渡辺淳一）（以上、「新潮の100冊」所収）
中古．中世の文献から、「みどり」が「総」や空を対象としている例が少なから
ず見つけられる。これについては、中村一夫「松の緑と柳の青一中古期における
色彩語の表現価値一」「日本語研究センター報告小o]３等の論文で様々の観点か
ら論じられているが、ここでは省略する。
プログーニュースや事件、趣味などに関し日記形式で自分の意見を書き込むイン
ターネットのサイトやホームページ（｢デイリー新語辞典」三省堂）
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